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８ 単元名 ４課　給食・掃除・休み時間　　　　　　　　　　２/２

1　単元目標　給食・掃除・休み時間の場面で簡単な受け答えができる

２　単元の指導内容（本時　２/２）

課 単元 指導内容 主な表現と語彙（例） 字

４

７

・	 必要、不必要の表現

・	 可能、不可能等の表現

・	 給食や掃除に使う用具

の名前

「いる・いらない」

「できる・できない・できた」

皿・箸・おかず・牛乳・ほうき・雑巾

て・と

な・に

８

・	 遊びに加わる表現

・「好き」「嫌い」の表現

「あそぼう・いれて」「いっしょ、いい」

「○がすき・きらい」

「いいよ・だめ・いや」

動物の名前、スポーツ（遊び）の名前

ぬ・ね

の

３　本時の指導目標

（１）「遊ぼう」「入れて」「いいよ」などの遊びに加わる表現を使うことができるようにする。

（２）「好き」「嫌い」の表現を使うことができるようにする。

４　指導のポイント

（１）友達との遊びや活動に加わる際に用いる言葉を使わせる。

（２）食べ物や動物、スポーツなど、物の好き嫌いについて会話する。

５　アクティビティ（活動）の方法及び留意点

【留意点】

○	友達との遊びに加わることは、児童・生徒にとって精神的に負担を伴う行為である。本単

元で繰り返し練習した後、休み時間に一緒に友達の遊びの場に行って、実際に使うことがで

きるよう支援をする。

○	小学校低学年では「遊ぼう」「いれて」「いいよ」を用いることが多いが、高学年から中学

　生では、これらの言葉を使うことは不自然である。児童・生徒の発達段階に応じて「いい？」

　「いっしょにいい？」「私もいい？」など、実際に使う言葉を指導する。

○　「好き」「嫌い」は、児童・生徒の趣味や嗜考を表現する言葉であり、子供同士のコミュ

ニケーションで頻繁に用いられる。「動物」「食べ物」「スポーツ」などを話題にし、「好き」

「嫌い」を言わせる。また、「嫌だ」と言う拒否の表現についても、機会を見付けて指導す

る。
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６　本時の展開

学習内容 指導内容等 留意点・教材

挨拶 始めの挨拶

前時の復習

・始めの挨拶をする。

・「かいて、よんで」「かして、みせ

て」「いいよ」「だめ、いや」など

活動１ 表現①

「あそぼう・いれ

て・いいよ」

・休み時間の絵を示し、遊びに加わ

る場面を理解させる。

・絵を見せ、「遊ぼう」「入れて」「見

せて」「いいよ」という言い方を

聞かせる。

・教師が友達役になり「○さん、遊

ぼう」と誘う。児童・生徒に「い

いよ」と答えさせる。

・サッカーやドッジボールなどのス

ポーツの場面で「入れて」「いいよ」

を繰り返し発話させる。

・休み時間に教師も児

童・生徒と共にスポ

ーツや遊びに加わ

る。

活動２ 表現②

「すき・きらい」

・動物の絵を見せ「いぬ・ねこ・か

える・へび」などの名前を紹介す

る。

・教師が「私、犬、好き、○さんは？」

と尋ね、児童・生徒が「私、猫、

好き」と答えられるよう促す。

・教師が「私、蛇、嫌い、○さんは？」

と尋ね、児童・生徒が「私、蛇、

嫌い」と答えられるよう促す。

・児童・生徒の発達段

階に応じて題材を選

ぶ。

・「好き」「嫌い」の表

現を様々な題材を用

いて応用練習をさせ

る。

活動３ 文字

平仮名を書く。

「ぬ・ね・の」

・「ぬ・ね・の」の書き方を練習する。

・「いぬ・ねこ・きのこ」などの言葉

の読み書きを練習する。

・ひらがな練習帳、絵

カードを活用する。

【発展】「め」と「ぬ」、

「ね」と「わ」の違い

を示す。

挨拶 終わりの挨拶 終わりの挨拶をする。
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7　教材・ワークシート

8

日本語初期指導第 8単元

【やすみじかん】低学年

【やすみじかん】高学年～中学生
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どうぶつ
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スポーツ・あそび

さ
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（サッカー）
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